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多賀：皆さん、こんにちは。多賀でございます。本日はお忙しいところ、当社のカンファレンスコ

ールにご参加いただきましてありがとうございます。 

本日のカンファレンスコールには、イソプレンカンパニー長の尾松が出席しております。せっかく

の機会ですので、イソプレンビジネスに関してご質問いただければと思います。それでは、2023

年度第 3 四半期の決算説明を始めさせていただきます。 

スライドの 2 ページ目をご覧ください。 

23 年度第 3 四半期の世界経済は、サプライチェーンの混乱収束や半導体不足による供給制限の緩

和などにより回復が進んだものの、そのペースは鈍く、力強さを欠きました。 

欧州では、金融引締めの継続による経済活動の停滞、中国では不動産市場の低迷などによる成長の

鈍化、また出口の見えないロシア・ウクライナ情勢を始めとする地政学的な緊張などにより、先行

き不透明な状況が続きました。 

このような環境のもと、当社グループの業績は、売上高は前年同期比 212 億円増の 5,744 億円、

営業利益は 91 億円減の 617 億円、当期純利益は第 1 四半期に計上した米国エバール火災事故訴訟

関連の特別損失もあり、107 億円減の 365 億円となりました。 

為替および原燃料の実績は、資料にお示ししてあるとおりです。 
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3 ページ目をご覧ください。 

このスライドでは、各セグメントの売上高および営業利益の実績を前年同期との比較でお示しして

います。ビニルアセテートと機能材料は増収増益となりましたが、それ以外のセグメントは減益と

なりました。 
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4 ページ目をご覧ください。 

このスライドでは、営業利益の増減要因の全社まとめを示しております。数量は、景気減速による

販売数量の減少や生産調整により、272 億円の減益要因となっています。 

一方で、販売価格の改定および高付加価値品へのシフトにより、売値・構成は 408 億円の増益要

因となりました。 

その他は、原燃料価格変動による在庫評価差額や、減価償却費を含む経費の増加により、349 億円

の減益要因となりました。 
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次に 5 ページ目をご覧ください。ここからは、セグメント別に事業の状況を説明いたします。 

最初は、ビニルアセテートセグメントです。当セグメントは、前年対比で増収増益となりました。

各事業の販売の状況は、右上に記載のコメントをご覧ください。 

営業利益は、前年同期比で 48 億円増加しました。需要減退や生産調整の影響により、数量は 177

億円の減益要因となりました。 

一方で、高付加価値品へのシフトなどにより、売値・構成は 272 億円の増益要因となりました。 

また、在庫評価差額などの影響を受け、その他は 174 億円の減益要因となりました。多くの事業

で数量が減少し、また在庫評価差額の影響もありました。 

しかしながら、光学用ポバールフィルムの需要回復が進んだことと、〈エバール〉、PVB フィル

ムなどが貢献したことにより、セグメント全体では増益を確保しました。 
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6 ページ目をご覧ください。 

次にイソプレンセグメントです。当セグメントは前年対比で減収減益となりました。各事業の販売

の状況は、記載のコメントをご覧ください。 

需要減や生産調整の影響により、数量は 27 億円の減益要因となりました。また、タイ拠点の減価

償却費や経費が増加したことなどにより、その他は 71 億円の減益要因となりました。 

加えて、タイ拠点の立上げ後の生産設備に不具合があり、その解消のために定修期間を延長して対

応したことによる生産数量減、費用増の影響もありました。3 事業いずれも減益となり、セグメン

ト全体では 82 億円の大幅減益となりました。 
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7 ページ目をご覧ください。 

機能材料セグメントは、前年同期比で増収増益となりました。各事業の状況はコメントのとおりで

す。 

数量は 17 億円の減益要因に、その他は販管費の増加や、在庫評価差額の影響によって、38 億円の

減益要因となりました。一方で、売値・構成は 65 億円の増益要因となりました。 

その結果、営業利益は 16 億円の増益となりました。 

事業別では、メタアクリルは在庫調整や原燃料価格上昇などの影響を受けて苦戦しましたが、メデ

ィカルおよび環境ソリューションが好調でした。 
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次に 8 ページ目をご覧ください。 

繊維セグメントは、前年同期比で減収減益となりました。各事業の販売の状況は記載のコメントの

とおりです。 

数量は需要低迷の影響を受け、50 億円の減益要因となりました。 

売値・構成は 37 億円の増益要因となったものの、原燃料価格上昇や在庫評価差額により、原燃

料・為替およびその他が減益要因となり、セグメント全体では 48 億円の減益となりました。 
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9 ページ目をご覧ください。 

このスライドでは、貸借対照表の資産の部を昨年末と比較しております。 

流動資産は、131 億円の増加となりました。これは現預金が 106 億円減少した一方で、為替が円安

に振れたことなどにより、棚卸資産が 230 億円増加したことによるものです。 

固定資産は、円安で海外子会社の固定資産の評価額が上がったことなどにより、370 億円の増加と

なりました。 
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10 ページ目をご覧ください。 

このスライドでは、貸借対照表の負債、純資産の部を示しております。 

負債は、長期借入金、コマーシャルペーパーや社債が減少し 230 億円の減少となりました。純資

産は 861 億円の増加となりました。 

その結果、自己資本比率は 22 年度末から 4.6%上昇し、57.6%となりました。 
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次に、11 ページ目をご覧ください。 

第 3 四半期までの業績および足元の事業環境を踏まえ、通期業績予想を修正いたします。 

売上高は、前回公表より 400 億円減の 7,700 億円、営業利益は 60 億円減の 780 億円、当期純利益

は 20 億円減の 450 億円となります。 
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12 ページ目以降は、修正した業績予想のセグメント別比較および詳細な計数情報となります。参

考までにご覧ください。 

以上で説明を終わります。ありがとうございました。 
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